●　利水の考え方（利水とは：水利権）

■　河川の概念と河川管理

河川は本来自然発生的なものであって特定の目的を有しないものですが、人間の社会経済生活にとって、極めて重要な役割をもち、広く一般の公共の用に供されるべき性質（公共用物と言います。）を有しています。なお、公共用物としては、他に道路、公園、港湾、海岸等があります。

河川の利用としては、上水道、かんがい、発電等のため河川から取水などの利用（一般に水利権）、河川内の土地の利用、土石の採取等の独占的な利用のほか、釣り、散歩、舟運等の種々のものがありあます。河川管理はこれら利用者間の調整を図り、河川が公共用物として適正に利用されるようにすることを目的としています。河川を管理するための法律に河川法があります。（Ａ）、（Ｂ）
※文末のアルファベットは、参考資料を指します。これらの目録は章末に列記してあります。
■　水利権とは？
河川法の適用となる河川の水をある目的（田に水を引く、発電用に使うなど）のために、継続的に利用する権利を水利権といいます。

また水利権について渇水時には利水者間の互譲（互いに譲り合うこと）の精神（河川法５３条）により水融通等の水利調整がなされることもありますが、通常の私有財産のように自由に水利を売買（売水）することはできません。

なお、水利権には河川管理者の許可を受けて成立している許可水利権と慣行水利権とがあります。
● 許可水利------現河川法（昭和３９年）第２３条に基づき、河川管理者から水の使用目的、使用量、期間等について、許可を得た水が水利権です。

※ 河川法第２３条-----河川の流水を占用しようとする者は

建設省令で定めるところにより、河川管理者の許可を受

けなければならない。

● 慣行水利権---旧河川法（明治２９年）が制定される以前から川の水     を利用しているもの（農業用水など）について、許可を得たものとみなしている水利権のことを慣行水利権といいます。　　　　　　　　　　（Ｃ）、（Ｄ）
■　河川の流量
河川を流れる水は刻一刻と変化しながら流化しており、その流量には次のようなものに分類されます。

● 基準渇水流量------新たに取水しようとする地点における１０カ年の渇水流量
● 河川の維持流量---河川の適正な利用及び河川の流水の正常な機能を維持できる最低限の流量

（Ｃ）、（Ｄ）

■　利水の考え方の参考文献

　　　Ａ：河川法解説［逐条解説］　平成６年５月：河川法研究会編著　大成出版社発行

　　　　　　内容：河川法の解釈、運用についての解説書。　　保管場所：長野県諏訪建設事務所管理計画課

　　　　 Ｂ：改正河川法の解説とこれからの河川行政　平成９年１０月：河川法研究会編著　ぎょうせい発行

　　　　　　内容：平成９年の「河川法の改正」を踏まえての河川法の解釈、運用についての解説書。

　　保管場所：長野県諏訪建設事務所管理計画課
Ｃ：河川管理の実務　平成１１年１２月：河川管理行政実務研究会編著　大成出版社発行

　　　　　　内容：河川管理のあり方、運用についての解説書。　　保管場所：長野県諏訪建設事務所管理計画課

Ｄ：「水利権についての疑問に答えます」　平成１４年１月：長野県諏訪建設事務所管理計画課保管、作成



■水利の成立の由来による分類


・許可水利権


　・慣行水利権





■使用目的による分類


・かんがい（農業）用水利権


　・工（鉱）業用水利権


・水道用水利権


・発電用水利権


・養魚用水利権


・その他
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